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１．はじめに 

 近年，地球温暖化に伴う気候変動によって日本全国各地で集中豪雨が多発している．2000 年 9 月の愛知県

名古屋市を中心とした東海豪雨災害 1)では，愛知県内各河川の 45 箇所で破堤し，被災家屋は県内で約 68,000

棟を超える被害であった．そのため，都市部を対象とした外水氾濫に関する研究がなされている．増田ら 2)

は，InfoWorks CS を用いて大規模地下街が存在する大阪市の海老江処理区を対象に外水氾濫解析を行い，排水

ポンプの稼働で浸水面積が約 3%減少することを示した．また，濱口ら 3)は大阪市の海老江処理区を対象に内

水・外水・津波・高潮発生時の氾濫解析を行っている．結果から，外力によって浸水過程や浸水時間，浸水面

積が異なるが，都市部に甚大な被害を与えることが明らかとなった．また，水災害ごとの特性を踏まえた防災・

減災対策について考察を行っている．以上の研究では，淀川の左岸側に位置している海老江処理区を対象とし

ているが，淀川の右岸側に位置している地域の外水氾濫に関する研究は行っていない．そこで本研究では，淀

川の右岸側に位置する大阪市の大野処理区を対象とし，対象地域内の外水氾濫特性や避難困難度指標を用いた

浸水時の避難所等の安全性について検討する． 

２．対象地域の概要  

 本研究では，大阪市にある処理区の 1 つである大野処理区を対

象地域とする．大野処理区には 0m 地帯が広がっており，南西側

には地盤高が-1m 以下の地域がある．破堤地点は人口が集中して

いる新大阪駅と阪急十三駅付近である淀川右岸 8km とする(図 1

参照)．また，本研究では解析範囲に存在する避難所，病院，老人

福祉施設を対象に浸水時の避難所等の安全性について検討する． 

３．解析方法及び解析条件  

 本研究では，InfoWorks ICM(以下 IWICM とする)を使用して氾濫

解析を行う．解析モデルでは浅水方程式を使用し，淀川の堤防を

破堤させることで外水氾濫を発生させる．破堤幅は 145m，地表面

の粗度係数は 0.134 とする．下水道管路網，ポンプ稼働による排

水は考慮していない．また，淀川河川事務所より，枚方上流域で

東海豪雨級(500mm/2 日)の雨が降った場合を想定した洪水波形を

参考に氾濫流量を設定する(図 2参照)．淀川河川事務所が行った被

害想定と同程度の氾濫流量を用いて各施設の安全避難の検討を行

うために，図 2の洪水ハイドログラフから氾濫ピーク流量 1000～

5000m3/s(以下 Qmax とする) の 5 ケースで外水氾濫解析を行い，

氾濫流量の算定を行う．  

４．外水氾濫特性  

本研究では，Qmax =1000～5000m3/s の 5 ケースで外水氾濫解析を

行い，対象地域における氾濫規模による氾濫特性の違いについて 
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図 1 解析範囲 (地理院地図に追記) 

 
図2 洪水ハイドログラフ 
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検討した．図 3には，淀川河川事務所の浸水シミュレ

ーションの結果と同程度となった Qmax=2000m3/s 時

の解析結果を示している．氾濫開始後，氾濫水は破堤

地点から北西と南西方向に拡がっていた．その後，JR

神戸線の盛土部分で氾濫水が堰き止められ，線路下の

アンダーパスを抜けて氾濫水が南西部の西淀川区へ

拡がっていた．また，対象地域内には病院や老人福祉

施設といった避難が容易でない方がいる施設が 22 箇

所あるが，そのうち 6 箇所で浸水深が 2m 以上となっ

ていた．避難所についても 18 箇所で浸水深が 2m 以上

と高くなっており，これらの施設は外水氾濫時に浸水

危険性が高いと考えられる． 

５．安全避難の検討  

 本研究では，Qmax=2000m3/s 時の解析結果と浅井

ら 4)の単位幅比力を用いた避難困難度指標を基に，対

象地域内の安全避難について検討を行った．式(1)に指

標となる単位幅比力の式を示す．本研究では，全員が

安全に避難することを踏まえ，高齢女性の単位幅比力

の値だけでなく成人男性の単位幅比力の値も評価基

準とした．図 4には，氾濫開始後，高齢女性が避難困

難状態となるまでの時間が早い上位5つの施設を示し

ており，図中の凡例を表1に示している．氾濫開始後，

1 時間以内に成人男性が自力避難できない施設は 8 箇

所存在した．また，30 分以内に成人男性が自力避難で

きない施設は 3 箇所存在した(図 3，図 4参照)．特に，

避難所として指定されている破堤点付近の K 小学校

は 5 分後に成人男性の自力避難限界となっており，最

大浸水深は 3m を超えていた．そのため，この周辺地域では洪水警報・注意報が発令された時点で避難行動を

とることや，K 小学校へ避難するよりも可能な限り破堤点から離れた地域への避難が望ましいと考えられる． 

６．おわりに  

 本研究では，大阪市北部の大野処理区を対象として外水氾濫解析を行った．解析結果から，対象地域内の外

水氾濫特性を明らかにした．また，対象地域内の各施設において避難困難度の変化を明らかにした．破堤点付

近の地域では，洪水警報・注意報が発令された時点で避難行動をとることの重要性が示唆された． 
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図 3 氾濫ピーク流量 2000m3/s 時の最大浸水深 
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図 4 氾濫開始後の避難困難度変化 

 

表 1 避難困難・限界状態の凡例 

安全避難 単位幅比力(m3/m) 
高齢女性避難困難 0.080 
成人男性避難困難 0.125 
高齢女性避難限界 0.160 
成人男性避難限界 0.250 

 

II-224 令和2年度土木学会全国大会第75回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - II-224 -


